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第
14
回
事
業
運
営
委
員
会

残
高
と
な
っ
て
い
ま
す
。

②
損
益
計
算
書
の
ソ
ー
ラ
ー
事
業
の
協
力
手
数
料

が
年
々
減
っ
て
い
る
理
由
は
？

【
回　

答
】

ソ
ー
ラ
ー
事
業
は
、
澱
粉
工
場
の
跡
地
に
太
陽

光
発
電
を
全
農
・
経
済
連
等
と
連
携
し
、
運
営
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
手
数
料
の
減
少
理
由

は
、日
照
不
足
の
兼
ね
合
い
で
金
額
が
減
少
し
て

い
ま
す
。
現
状
と
し
て
は
、
全
農
が
管
理
し
経
済

連
子
会
社
の
く
み
あ
い
開
発
と
提
携
の
う
え
、
除

草
作
業
等
は
年
３
回
行
っ
て
い
ま
す
。

③
先
日
の
台
風
で
Ａ
コ
ー
プ
が
翌
日
閉
ま
っ
て
お

り
、
地
元
の
コ
ン
ビ
ニ
は
発
電
機
を
使
用
し
て
営

業
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
Ａ
コ
ー
プ
で
も
対
応
で

き
な
い
の
か
。

【
回　

答
】

本
所
及
び
給
油
所
は
発
電
機
を
設
置
し
て
い
ま

す
が
、
Ａ
コ
ー
プ
は
大
型
の
発
電
機
を
設
置
し
な

け
れ
ば
営
業
で
き
ま
せ
ん
。
各
事
業
所
は
、可
能

な
限
り
営
業
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
現
在

の
経
営
状
況
で
発
電
機
を
購
入
す
る
と
な
れ
ば
、

Ａ
コ
ー
プ
は
非
常
に
厳
し
い
状
況
で
す
。

今
後
、
令
和
７
年
度
事
業
計
画
・
中
期
３
ヶ
年

計
画
を
策
定
す
る
な
か
で
、
レ
ジ
の
み
動
く
発
電

機
の
固
定
資
産
取
得
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

④
接
点
づ
く
り
と
い
う
点
で
、
ふ
れ
あ
い
訪
問
活

動
が
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
誰
が
来
ら
れ
て
い

る
の
か
分
か
ら
な
い
の
で
訪
問
し
て
い
た
だ
い
た

際
に
名
刺
で
も
入
っ
て
い
れ
ば
分
か
り
ま
す
。

ま
た
、
農
協
へ
伺
っ
た
際
、
職
員
に
声
を
掛
け

た
い
の
で
す
が
、
新
し
く
入
ら
れ
た
方
に
つ
い
て

は
名
前
も
分
か
ら
な
い
の
で
、
何
か
し
ら
工
夫
す

れ
ば
親
し
み
や
す
く
な
る
の
で
は
な
い
か
。

【
回　

答
】

組
合
員
と
の
「
対
話
と
考
動
」
と
い
う
視
点
か

ら
特
に
、
現
場
の
声
を
聴
い
て
、
組
合
員
・
地
域

住
民
の
方
々
と
ふ
れ
あ
う
・
絆
を
深
め
る
こ
と
が

重
要
で
す
。

今
後
、ふ
れ
あ
い
訪
問
時
の
足
跡
を
残
す
対

応
、
名
札
等（
ネ
ー
ム
）
着
用
の
徹
底
等
、
様
々

な
方
法
で
改
善
対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

⑤
農
家
も
減
少
す
る
な
か
で
、
農
協
の
指
導
体
制

あ
る
い
は
技
連
会
の
方
々
と
の
指
導
体
制
が
現
れ

て
き
て
い
る
の
か
と
実
感
い
た
し
ま
し
た
。
県
畜

産
共
進
会
に
お
い
て
は
、
肝
属
地
区
か
ら
出
品
す

る
厳
し
い
条
件
の
な
か
、
吾
平
町
か
ら
２
年
連
続

出
品
さ
れ
た
と
い
う
実
績
は
農
協
指
導
員
等
の

方
々
が
一
体
と
な
っ
た
取
り
組
み
の
成
果
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。

10
月
３
日
（
木
）
Ｊ
Ａ
本
所
２
階
会
議
室
に
お

い
て
、委
員
23
名
出
席
の
も
と
、組
合
員
か
ら
の
意

見
の
聴
取
と
話
し
合
い
を
行
い
、
Ｊ
Ａ
運
営
に
反

映
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
に
第
14
回
事
業
運
営
委
員

会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

会
議
で
は
、
①
令
和
６
年
度
上
半
期
決
算
状
況

に
つ
い
て
、
②
自
己
改
革
重
点
取
組
事
項
の
進
捗

状
況
に
つ
い
て
説
明
し
、
そ
の
後
意
見
交
換
会
を

行
い
ま
し
た
。

委
員
か
ら
出
さ
れ
た
貴
重
な
意
見
を
参
考
に
、

今
後
も
農
家
組
合
員
の
所
得
向
上
と
健
全
経
営
を

め
ざ
し
て
役
職
員
・
従
業
員
等
一
体
と
な
り
全
力

で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

《
意
見
・
要
望
》

①
貸
借
対
照
表
の
出
資
金
が
今
年
急
激
に
３
，

０
０
０
万
円
程
度
増
え
て
い
る
理
由
は
？

【
回　

答
】

出
資
金
の
増
額
は
、役
職
員
の
増
資
運
動
や
今

ま
で
最
高
口
数
の
限
度
額
が
７
５
０
万
円
で
し
た

が
、
通
常
総
代
会
で
定
款
変
更
の
承
認
を
受
け
、

上
限
を
１
，０
０
０
万
円
に
引
上
げ
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
今
回
、
新
た
に
多
数
の
組
合
員
が

増
資
し
て
い
た
だ
い
た
結
果
、４
億
円
の
出
資
金
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願
い
し
ま
す
。

⑦
吾
平
町
の
分
娩
期
間
は
３
８
９
日
で
あ
り
、
肝

属
郡
全
体
の
平
均
が
４
０
０
日
、
鹿
児
島
県
の
平

均
が
３
９
９
日
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

吾
平
町
の
分
娩
間
隔
が
10
日
間
も
短
く
、
こ
れ

も
指
導
員
の
方
々
が
農
家
の
巡
回
指
導
の
な
か

で
、
細
か
い
部
分
ま
で
指
導
し
、
農
家
の
方
々
と

常
に
連
携
を
取
っ
た
な
か
で
の
成
果
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。

今
後
も
、
連
携
を
深
め
て
実
績
を
出
し
て
い
た

だ
け
れ
ば
安
心
で
き
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

⑧
以
前
、
農
協
さ
ん
の
方
に
ル
ミ
エ
ー
ル
の
駐

車
場
と
道
路
の
間
に
水
溜
ま
り
が
で
き
や
す
い
の

で
、
ど
う
に
か
で
き
な
い
か
と
相
談
し
た
と
こ

ろ
、
直
ぐ
に
農
協
、
行
政
が
現
状
の
確
認
を
行

い
、
早
急
に
対
応
し
て
い
た
だ
き
感
謝
い
た
し
て

お
り
ま
す
。

ま
た
、
子
供
さ
ん
た
ち
も
大
変
喜
ん
で
お
り
ま

し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

【
回　

答
】

現
状
と
し
て
は
、
人
員
が
少
な
い
な
か
、
行
政

や
Ｊ
Ａ
鹿
児
島
き
も
つ
き
の
指
導
協
力
を
い
た
だ

き
な
が
ら
対
応
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

営
農
指
導
員
に
つ
い
て
も
資
格
取
得
や
様
々
な

経
験
・
知
識
を
習
得
を
す
る
こ
と
が
大
事
に
な
り

ま
す
。

農
家
の
所
得
向
上
・
農
業
振
興
を
図
る
た
め
に

も
、現
場
主
義
で
前
向
き
に
取
り
組
む
体
制
を
構

築
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
ご
指
導
・
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

⑥
オ
ー
ト
パ
ル
の
給
油
券
を
使
用
し
て
い
ま
す

が
、
非
常
に
良
い
制
度
か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

オ
ー
ト
パ
ル
で
車
検
を
お
願
い
す
る
こ
と
は
大

変
か
と
思
い
ま
す
が
、
燃
料
機
械
課
と
オ
ー
ト
パ

ル
が
一
体
と
な
っ
て
車
検
の
推
進
を
さ
れ
て
い
る

と
い
う
こ
と
は
、
利
用
者
に
と
っ
て
あ
り
が
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

今
後
も
継
続
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
回　

答
】

事
業
計
画
を
立
て
る
際
、
常
勤
役
員
・
管
理

者
・
監
督
者
等
を
含
め
協
議
検
討
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

今
後
も
新
た
な
企
画
・
立
案
に
挑
戦
し
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、ご
理
解
・
ご
利
用
を
よ
ろ
し
く
お

事業運営委員の委嘱状交付式 事業運営委員会の会議風景
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　10月５日（土）おいどん市場与次郎館にて、ＪＡ肝付吾平町フェアが開催されま
した。

　開店セレモニーでは、畠添組合長が「吾平町の安
心・安全で美味しい農畜産物をまるごと堪能してく
ださい。」とあいさつし、ＪＡ役職員 16名が農家の
皆さんが丹精込めて生産された農畜産物を販売促進
しました。
　フェアでは、新米イクヒカリをはじめ、美里吾平
倶楽部員（地産地消）の地元で栽培された新鮮な野

菜・加工品・黒豚串焼き・鶏の炭火焼きなど 20品目以上の農畜産物を販売しました。
　今回のＪＡフェアにより、吾平町特産品の宣伝や消費者との交流に繋がりました。
これからも、農家の所得向上を図るため、当管内で生産された農畜産物を多くの方に
宣伝し、購入していただけるよう販売促進を強化してまいります。

も
ち
ろ
ん
就
農
は
簡
単
な
こ
と
で
は
な
い
と

重
々
承
知
は
し
て
い
ま
し
た
が
、『
や
っ
て

み
た
い
！
人
生
一
度
き
り
、
や
ら
な
い
で
後

悔
は
し
た
く
な
い
と
真
剣
に
考
え
ま
し
た
。』

一
方
で
ピ
ー
マ
ン
農
家
へ
就
農
し
た
い
と

思
っ
た
と
こ
ろ
で
、
ハ
ウ
ス
等
の
施
設
は
ど

う
す
る
か
、
今
後
の
資
金
計
画
は
ど
う
し
て

い
く
の
か
等
々
、
問
題
は
山
積
み
で
一
筋
縄

で
は
い
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
、
ど
う
し
よ
う
か
悩
ん
で
い
る
時

に
相
談
し
た
方
や
、
そ
の
話
を
知
っ
た
本
当

に
沢
山
の
方
々
が
手
を
差
し
伸
べ
て
助
け
て

い
た
だ
き
、
ま
た
家
族
が
背
中
を
押
し
て
く

れ
た
お
陰
で
、
現
在
ピ
ー
マ
ン
農
家
と
し
て

の
第
一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と
が
で
き
て
い
ま

す
。
本
当
に
感
謝
で
す
。
私
に
は
、
妻
と
３

人
の
子
供
が
い
ま
す
。
家
族
の
た
め
、ま
た
、

退
職
し
て
も
応
援
し
て
い
た
だ
い
た
Ｊ
Ａ
、

関
係
機
関
、
支
え
て
い
た
だ
い
た
方
々
に
感

謝
し
、
家
族
で
力
を
合
わ
せ
な
が
ら
一
所
懸

命
、
お
い
し
い
ピ
ー
マ
ン
作
り
を
頑
張
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。」
と
目
を
輝
か
せ

て
ピ
ー
マ
ン
へ
の
熱
い
意
気
込
み
を
話
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

持
続
可
能
な
農
業

チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー

「
農
と
共
に
生
き
る
」
ピ
ー
マ
ン
就
農
者

末
次

慎
也
さ
ん
下
西
目
班（
37
才
）

「
私
は
、
今
年
の
４
月
Ｊ
Ａ
肝
付
吾
平
町

を
退
職
し
、
迷
う
こ
と
な
く
ピ
ー
マ
ン
農
家

の
道
を
志
し
、
現
在
２
名
の
先
輩
農
家
さ
ん

の
も
と
で
研
修
制
度
を
活
用
し
、
栽
培
技
術

や
管
理
作
業
等
ピ
ー
マ
ン
栽
培
の
ノ
ウ
ハ
ウ

を
約
１
年
間
研
修
し
ま
す
。
ピ
ー
マ
ン
農
家

を
志
し
た
き
っ
か
け
は
、
Ｊ
Ａ
在
籍
中
に
農

家
の
方
々
の
苦
労
や
喜
び
、
や
り
が
い
を
肌

で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
、
ピ
ー
マ
ン
農
家
さ

ん
か
ら
部
会
で
助
け
合
い
な
が
ら
切
磋
琢
磨

さ
れ
て
い
る
話
や
、
新
規
就
農
者
向
け
の
研

修
制
度
や
施
設
へ
の
支
援
事
業
等
、
行
政
や

Ｊ
Ａ
の
支
援
が
充
実
し
て
い
る
こ
と
な
ど
、

ＪＡＪＡＪＡＪＡＪＡＪＡＪＡＪＡＡＡＡＡＪＪＡＡＪＪＡＪＡＪＡＪＡＪＡＪＡＪＡＪＪＪＪＪＡＪＪＪ 肝付肝付肝付付肝付肝付肝付肝付付付付付肝付肝付肝付付付肝付付付肝付肝付付肝付肝付肝肝付肝付付肝付肝肝付肝肝付吾平吾平平平吾平吾平吾平平吾平吾平吾平吾平吾平平吾吾平平吾平平平吾平吾平吾平平平吾吾平吾平平平 フフ町フ町フ町フフ町フ町フ町町町町町フフ町フ町フ町フ町フフフフ町フ町フフ町町フ町フ町フ町フフ町フフ町フ町町フ町フフフ町フェアェアェェアェアェアェアェアェアェアェアェェェアェアェアェアェアェアェアェアェェアェアェアェアェアェアェアェアェアＪＡ肝付吾平町フェア

ＪＡ肝付吾平町フェア
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第73回鹿児島県畜産共進会【表紙】

　９月 28日（土）、霧島市姶良中央家畜市場にて、第 73回鹿児島県畜産共進会が開
催されました。
　県内から 69頭出品があり、吾平町から永山克之さん所有の『うめひさ号』が肝属
代表として若雌１区に出場いたしました。
　若雌１区は 22頭の出場で、永山克之氏のうめひさ号は、最優秀賞を受賞すること
ができました。
　昨年は息子の祐輔さんが県共へ出品し、今年は克之さんが出品、親子で２年連続出
品されました。克之さんは、「息子に負けられないと県共出品を目標に奮起し、頑張っ
たかいがありました。鹿屋市・関係機関・ＪＡの皆様には大変お世話になりありがと
うございました。」と喜びの声を聴くことができました。
　当ＪＡとしては、今後も生産者・行政・関係機関と一体となり、３年後の北海道全
共をめざして一生懸命頑張ってまいります。

肝属代表出品者の皆さん

10 月２日（水）鹿児島県ＪＡ会館大ホールにて、
第 38 回ＪＡ鹿児島県青年大会が開催され、県内
より青年部盟友・関係者約200名が参加しました。
今大会は、ＪＡ青年部の活動にかかる発表や青

年農業者の取り組みを通じて、青年部活動の強化・
発展をめざし、今後の地域社会づくりや農業・農
村の活性化へ向けて、青年部が主体的に取り組ん
でいくための意思統一を図ることを目的に開催さ
れました。
当ＪＡ青年部美里会より永山 祐輔さんが「牛と共に在る。」をテーマに青年の主張

に出場し、優秀賞を受賞しました。永山 祐輔さんは、「盟友の青年の主張を聴くこと
ができ、すごく刺激を受けました。これまでの様々な方との出会いや教え・経験を糧に、
一生懸命頑張っていきたい。」と強い決意の言葉をいただきました。

第 38 回鹿児島県青年大会

永山永山永山永山永山永山永山永山永山山永永永山永永山永山山永山山山祐祐祐祐祐祐祐祐祐祐祐輔さ輔さ輔さ輔さ輔ささ輔さ輔さ輔さささん：ん：ん：んん：んん：ん：んんんんん：ん永山 祐輔さん：
青年青年青年青年青年青年青年青年青年青年年年年の主の主の主の主の主の主主の主の主の主主の主の主の主主ののののの主張「張「「張「張「張「「「「「「「「「「「「「「牛と牛と牛と牛牛と牛と牛と牛と牛と牛と牛と牛と牛牛牛とと牛と牛とととと牛牛牛牛牛牛牛牛牛牛牛牛牛牛牛牛牛牛 共に共に共に共に共に共に共に共に共に共共共共共に共共共共に共共にに共共共共 在る在る在る在る在る在る在る在るる在るる在在在る在る在る在る在在在在在在在在在 」」」」」」」」青年の主張「牛と共に在る」

うめひさ号 審査中
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ピーマン………………………………………………………………………………………………
　定植が終わり、誘引から収穫が随時始まっています。今年も病害虫の発生が見られるので、早目れれれれれれれれれるるのるのるのるるのるのるのるのるのる で、早
の防除を行って対応しています。また、環境保全型農業の一環である天敵防除もスタートしていきタタタートトトトトトトしてしてしてしてしてててしてしてしてていいいいいいい
ます。本年度も「安心・安全」で良質なピーマンの収穫に励んでいきます。

な　す…………………………………………………………………………………………………
　９月 13日に定植が終わり、10月上旬から収穫がスタートしています。今年は４名の生産者で、４名のののののの生産生生生生生生 者で
面積 1.24ha の作付けとなっています。来年の６月まで安定した出荷ができるよう栽培管理に努め栽栽栽栽栽培管培管管培管培管管理理理に理理理 努
ます。

カボチャ………………………………………………………………………………………………
　秋かぼちゃは、作付面積 2.5ha で、台風 10号の影響により、10％から 30％の欠株が発生しまし欠株欠株欠株欠株欠株欠株欠株欠株株欠欠株が発が発が発が発が発が発が発が発がが発が 生し生し生し生し生し生し生し生し生し生し生し生し生生しましましましましましましましましまままままま
たが、台風通過後早急に追い蒔きし、現在生育差は多少ありますが順調な生育とななななっななななな ていままままままますすすすままますままま 。

加工用ばれいしょ……………………………………………………………………………………
　令和７年度産の面積推進取りまとめ中ですが、おおよそ 5.5ha の作付けとなる見込みみでみでみでででみでみです。すす。す。す。す。す

さつまいも……………………………………………………………………………………………
　でん粉原料用甘藷は生産者８名、面積は 7.6ha で、９月に個別の集荷打合せを実施し、９月 27施施施施施施施施し、し、しししし ９月９９９９９９９
日からでん粉工場が稼働しました。

＜単位：円＞

毎月、子牛せり市が開催される週の平日の５日間、母牛用飼料と一般ふすまの特売実施中！

子牛せり市
成 績

９月

子牛セリ

性　別 頭　数 平均体重 最　高 最　低 平均価格
め　す 31 274 616,000 195,000 398,355
去　勢 43 303 743,000 211,000 474,163
合　計 74 291 743,000 195,000 442,405

８月

子牛セリ

性　別 頭　数 平均体重 最　高 最　低 平均価格
め　す 28 269 595,000 194,000 385,571
去　勢 35 309 889,000 200,000 530,457
合　計 63 291 889,000 194,000 466,063

　９月 27 日（金）～ 30 日（月）の４日間、巡回健康診断が実施され、約 360 名の方が受
診されました。巡回健康診断は「予約制」で実施され、密集を回避するだけでなく、短時間
で効率的に検査を行うことができ、受診がしやすくなりました。

　ＪＡでは、組合員・地域住民の皆さまの暮らしと健康
を守るお手伝いをさせていただいています。
　今後も、巡回健康診断や人間ドックを受診され、病気
の予防や早期発見・早期治療で健康な毎日をお過ごしく
ださい。
　鹿児島県厚生連健康管理センターの人間ドックにつ
きましては、金融共済課までお気軽にお問い合わせくだ
さい。

問合先：金融共済課（共済）　５８－６５３７

巡回健康診断実施

年に１回は健康診断を受診しましょう
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　９月 20 日、農協２階大ホールにて、Ｊ
Ａ肝付吾平町畜産振興会総会が開催されま
した。
　総会では、東桂木会長が「飼料の高騰、
子牛価格の低下等生産者の皆さまには大変
厳しい状況ですが、お互いに切磋琢磨しな
がらこの状況を乗り切って行きましょう。」
とあいさつされ、議事では令和５年度事業
報告並びに令和６年度事業計画の説明や役

員改選があり、全議案原案通り承認されました。
また、総会終了後には大隅地域振興局農林水産部　農政普及課畜産係技術専門員

高木 良弘先生による「子牛育成飼料給与マニュアルを再確認してみましょう」と題し
て研修が行われ、会員の皆さんは真剣な眼差しで研修会を受講し、質疑応答では積極
的な意見があり、有意義な研修会となりました。

ＪＡ肝付吾平町畜産振興会総会

東桂木会長のあいさつ

９月 12日（木）・24日（火）ＪＡ肝付吾平町年金友の会日帰りバスツアーが６年
振りに開催されました。会員同士の健康づくりや親睦交流を目的として約 40名の年
金友の会員にご参加いただきました。
交流会では、自慢の踊りや歌でストレス発散し、親睦交流が図られ楽しいひと時を

過ごすことができました。
年金友の会では、グラウンドゴルフ大会・ゴルフ大会・日帰りバスツアー・総会等色々

な企画を実施しています。この機会にぜひ、ＪＡ肝付吾平町年金友の会に入会されま
せんか。

申込先：金融共済課（金融）　ＴＥＬ５８－６５３８

１班参加者の皆さん ２班参加者の皆さん
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　９月３日（火）、第 25回ＪＡ年金友の会グラウンドゴルフ大会が、吾平町多目的グラウン
ド場で開催され、約 120 名の方が参加されました。
　笹山 孝治会長は、「ＪＡが、年金友の会員に色々な企画を開催していただき、ありがとう
ございます。私達会員は一人でも仲間を増やして、年金友の会員の輪を広げていきましょう。」
とあいさつがありました。
　当日は天候にも恵まれ、参加者の気分も快晴、ナイスプレーがあちこちで見受けられました。
参加者の皆さんは、日頃の練習の成果を発揮され、年金友の会員・当ＪＡの役職員との親睦
交流が図られました。
　今回の結果により、吾平中央町①チームと荷掛①チームは、11月 27 日（水）に開催され
ます鹿児島県大会に出場します。
◎成績は次のとおりです。

団体優勝　吾平中央町① チーム
二　　位　荷掛① チーム
三　　位　荷掛② チーム

個人の部 優勝
　男子の部　日髙　広　様
　女性の部　井上　スミ子　様

グラウンドゴルフ大会第 25 回ふ
れあいＪＡ肝付吾平町利用者年金友の会第 25 回ふ
れあいＪＡ肝付吾平町利用者年金友の会

団体優勝：吾平中央町①チーム 男子の部優勝：日髙 広様 女子の部優勝：井上 スミ子様

第 44回

美里あいら農業祭
開催日：令和６年 11月 10 日（日）
時　間：午前９時より
場　所：コミュニティセンター吾平振興会館

イベントイベント
おお楽ししみみみ抽 会お楽しみ抽選会

重量量量当ててククイイズズ重量当てクイズ

卵卵ののつつつかかみみみ取取りり卵のつかみ取り

展示コーナー展示コーナー
吾吾平平町町内内農 産物物吾平町内農畜産物

自動車車 ・食食料品自動車 ・食料品

農機具具 ・・ ガガスス器具具農機具 ・ガス器具

☆楽しさいっぱいの秋のイベント、 一日中楽しめます。☆楽しさいっぱいの秋のイベント、 一日中楽しめます。

今年もやりますももやります！！
数量限定 児島黒牛販売鹿児島黒牛販売
私、 美味しいヨ私、 美味しいヨ モー！モー！

鹿児島黒牛
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下名小学校３年生児童Ａコープ見学
10 月２日（水）下名小学校３年生児童 13名が、Ａコープ肝付あいら店へ来店され、店の

工夫を「値段」「品揃え」「新鮮さ」「便利さ」「働いている人」の項目で調べる社会見学が行

われました。

児童からは、「新鮮さを保つ工夫はどのようにしていますか。」「値段はどうやってきめるの

ですか。」「１日のお客さんの人数はどのくらいですか。」「お店に何種類の商品が置いてある

のですか。」「安売りをする理由はどうしてですか。」等たくさんの質問をいただきました。

当Ａコープは、組合員・地域住民の暮らしや生活を守るため、「安心・安全・新鮮」な農畜

産物を元気・笑顔で販売しています。

ぜひ、組合員・地域住民の皆様のさらなるご利用を従業員一同心よりお待ちしています。

熱心にいっぱいの質問を 社会見学に目を輝かせていました。

ＪＡ肝付吾平町オートパル肝付あいら
外壁塗装　リニューアルオープン

ＪＡ肝付吾平町オートパル肝付あいらは、平成９年３月にオープンして 27 年が経過しま

した。

さらに、お客様のニーズにお応えし、

地域社会に貢献できるオートパルをめ

ざして、外壁塗装工事が終了しました。

この間、お客様には大変ご迷惑をお

かけいたしました。

これまで以上に、地域に根差したオー

トパル・組織として成長してまいります。

スタッフ一同皆様のご来店を心より

お待ちしています。

連絡先：オートパル　５８－６５１５ リニューアルオープン
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第
十
一
回
理
事
会（
八
月
二
十
六
日
）

① 

高
額
貸
出
金
に
つ
い
て

第
十
二
回
理
事
会
（
九
月
三
十
日
）

① 

令
和
六
年
度
上
半
期
資
産
自

 

己
査
定
結
果
に
つ
い
て

② 

令
和
六
年
度
上
半
期
決
算
に

 

つ
い
て

③ 

職
員
給
与
規
程
の
一
部
改
正
に

 

つ
い
て

④ 

リ
ス
ク
評
価
書
の
一
部
改
正
に

 

つ
い
て

８
月
末
で
退
職
し
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

矢野　祐次郎
第一給油所

退
職

家の光家の光　１２月号　１２月号
購読申込受付中申申込受付中

（家計簿付）（家計簿付）

1,0271,027円 （税込）円 （税込）

楽しく・かしこく・未来をひらく・楽しく・かしこく・未来をひらく・家の光家の光

みんなのみんなの「いいね！」がきっと見つかるがきっと見つかる

人・地域が元気に人・地域が元気に
　『家の光』は、 「食と農」「暮らし」「協同」「家族」という 4つの柱を大切にし、『家の光』は、 「食と農」「暮らし」「協同」「家族」という 4つの柱を大切にし、

ＪＡ組合員をはじめ地域の人々の暮らしに役立つ情報を掲載しています。ＪＡ組合員をはじめ地域の人々の暮らしに役立つ情報を掲載しています。

問合先：企画管理課　５８－６５１問合先：企画管理課　５８－６５１１
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日
中
は
、
ま
だ
ま
だ
暑
い
日
が

続
い
て
い
ま
す
が
、
朝
晩
は
涼
し

く
な
り
、
日
増
し
に
秋
の
訪
れ
を

感
じ
る
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

秋
は
「
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
・
食
欲

の
秋
・
実
り
の
秋
」
と
云
わ
れ
て

い
ま
す
。

Ｊ
Ａ
に
お
き
ま
し
て
は
、
組
合

員
・
地
域
住
民
多
数
参
加
の
も

と
、
年
金
友
の
会
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
大
会
や
ゴ
ル
フ
大
会
等
も
開

催
さ
れ
、
皆
さ
ん
元
気
な
姿
で
、

は
つ
ら
つ
と
プ
レ
ー
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
今
後
も
オ
ー
ト
パ
ル
友
の

会
や
Ｊ
Ａ
杯
な
ど
多
数
の
催
し

が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。組
合
員
・

地
域
住
民
の
多
数
の
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
十
月
に
入
り
、
本
格

的
に
な
す
・
ピ
ー
マ
ン
な
ど
の
出

荷
も
始
ま
り
ま
し
た
。

季
節
の
変
わ
り
目
は
体
調
を

崩
し
や
す
い
季
節
と
な
り
ま
す
。

健
康
管
理
に
は
充
分
留
意
さ
れ
、

さ
ま
ざ
ま
な
「
秋
」
を
満
喫
し

て
く
だ
さ
い
。

令和６６６６６年産年産年産年産年産年産年産早期早期早期早期早期期早期水稲水稲水稲稲水稲の検の検検検検査出荷が荷が荷が荷が荷が荷がが９月９月９月９月９月９月９ ３日３３３ で終で終で終終で終で 了しまししししししした。た。た。た。た。た。た。
検検検検検検検検検査実査実査実査実査実査実査実査実査実績 1績 1績 1績 1績 1績 11績 117,7,7,7,7,7,7,7,77,3232323232323232327 俵7俵7俵7俵7俵7俵7俵7俵7俵の内の内の内の内の内内内内内内内、１、１、１、１、１、１、１、１、１等米等米等米等米等米等米等米等等米比率比率比率比率比率比率比率比率比率比比 202020202020202020.6.6.6.6.6.6.6.6.6％、％、％、％、％％、２等２等２等２等２２２等２等２等２等２等米比米比米比米比米比米比米比米比米比率 7率 7率 7率 7率 7率 77率 77776.6.6.6.6.6.6.66.1％1％1％1％1％1％1％1％1％、３、３、３、３、３、３、、、 等米等米等米等米等米等米米等米等米米等米比率比率比率比率比率比率比率比率比率 3.3.3.3.3.3 3％3％3％3％3％3％％3％3％3％3％でしでしでしでしでしでしでしでしでした。た。た。た。たた。たたた
格格格格格格格格格下げ下げ下げ下げ下げ下げ下げ下げ下げげげげ理由理由理由理由理由理由理由理由理由理由理由につにつにつにつにつにつにつにつつにつに いていていていいていていててていい は、は、はは、はは、は、は、は、は、は、登熟登熟登熟登熟登熟登熟登熟登熟登熟熟熟熟期の期の期の期の期の期の期の期期のの期の期 高温高温高温高温高温高温高温高温高温障害障害障害障害障害障害障害障害害害障害障 によによによによにによによによによによに り、り、り、り、り、り、り、り、りり 乳心乳心乳心乳心乳心乳心乳心乳心乳心乳心乳心乳心白白、白、白、白、白、白白、白、白、白 背白背白背白背白背白背白背白背白背背白粒等粒等粒等粒等粒等粒等粒等等粒等等粒等、部、部、部、部、部、部、部部、 分着分着分着分着分着分着分着分着分着分分着分着色粒色粒色粒色色粒色粒色粒色粒色粒色粒色 が格が格が格が格が格が格が格が格がが格下下下下下下下下下

げとげとげとげとげとげとげとげとととなりなりなりなりなりなりなりなりなりましましましましましまましましまました。た。た。た。た。たた。

イクヒカリ出荷終了

１１月～１２月の行事予定１１月～１２月の行事予定
日 月 火 水 木 金 土

11/1 2
年金友の会員デー
（Ａコープ）

第 28 回ＪＡ鹿児
島県大会

利用者感謝デー
（給油所）

3　文化の日 4　振替休日 5 6 7 8 9
年金友の会員デー
（Ａコープ）

利用者感謝デー
（給油所）

10 11 12 13 14 15 16
農業祭 ＪＡ杯グラウンド

ゴルフ大会
年金友の会員デー
（Ａコープ）
オートパル友の会
ゴルフ大会

利用者感謝デー
（給油所）

17 18 19 20 21 22 23　勤労感謝の日
【定休日】
第一給油所、オー
トパル、Ａコープ

年金友の会員デー
（Ａコープ）

利用者感謝デー
（給油所）

24 25 26 27 28 29 30
認定農業者と語る会 県年金友の会

グラウンドゴルフ
大会

年金友の会員デー
（Ａコープ）

利用者感謝デー
（給油所）

12/1 2 3 4 5 6 7
年金友の会員デー
（Ａコープ）

利用者感謝デー
（給油所）

8 9 10 11 12 13 14
准組合員と語る会 年金友の会員デー

（Ａコープ）
利用者感謝デー
（給油所）

子牛せり市子牛せり市

オートパルファイナルフェアーオートパルファイナルフェアー

オートパルファイナルフェアーオートパルファイナルフェアー

ふれあい訪問日ふれあい訪問日

ふれあい企画旅行ふれあい企画旅行

(12)


